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Standardization of model coupling and integration methods
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Standardizing the methods of numerical model coupling/integration is of great importance to promote collaborative, multidis-
ciplinary studies of the solar-terrestrial and planetary (STP) sciences. We report some activities related to the standardization of
the coupling/integration methods, and the current status of development of the related infrastructure tools, such as a system to
automatically generate coupled/integrated codes.

太陽地球惑星科学分野におけるモデリングやシミュレーションは、従来は個人ベースで開発・実行・解析を行う方法
が主流であった。しかし近年、米国を中心に多数の研究者が開発したモデルを結合させる「結合型モデル」の開発が進
められ、大きな成果を生み出しつつある。日本国内では、各個人や各グループによって、磁気圏-電離圏結合モデル、電
離圏-拡張大気圏結合モデルなどの世界最先端の結合モデルの開発が個別に進められているが、活動をさらに活性化し成
果を拡大するためにも、モデル結合方法の標準ルールを定め、多人数・多グループでの開発体制を確立すべきと考える。

本講演では、モデル結合・融合方法の標準化に向けた活動と、それに付随する、プログラムの共同開発を促進する為
の基盤ツール群（結合・融合プログラム自動生成システム、wiki 情報共有ページ、バージョン管理、サーバ構築）の開
発状況について紹介する。モデル同士の単なる結合に留まらず、開発された最新の計算スキームや並列計算技術などを、
効率的・効果的にモデルやシミュレーションコードに導入（融合）する為の方策についても紹介する。また、先進的な
可視化ツールや、観測データとの比較手法についても、他プロジェクトで開発されたライブラリとの協力の実例を交え
て紹介する。


